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研究成果の概要（和文）：本研究は、20世紀の前衛絵画の時代を経験した後の西洋の画家たちにおける「前衛」
と「古典主義」的志向の間の諸問題をあらたな視点から再検証することを目指した。本課題の主な成果は、対象
とする画家たちの絵画作品と著述、著作と芸術雑誌上の複製図版の分析を通して、次の2つの論題を明らかにし
たことにある。１）19世紀末から20世紀初頭における、絵画をめぐる「秩序」と「古典」の語の意味の多義性と
ニュアンスの変容。２）複製媒体および加工可能な画像としての芸術作品の複製図版をめぐる創造的な経験と受
容が、20世紀初頭の芸術家たちの芸術史観（とその表象の諸方法）をいかに変容させたかという歴史的過程。

研究成果の概要（英文）：This research aimed to re-examine from a new perspective the various 
problems of "avant-garde" and "classicism" faced by European painters after experiencing the period 
of avant-garde painting in the 20th Century. The results of the present research are mainly the 
following two topics newly traced through the analysis of works of art, writings by the painters 
themselves, plates of artworks printed on the pages of  books and art-magazines; 1) the ambiguity 
and the transformation of the meanings of the words "order(ordre)" and "classic(classique)" from the
 end of 19th century to the beginning of 20th century; 2) the historical process of how the creative
 experience and the reception by the artists themselves of replication media and replicated plates 
of works of art as transformable images in the early 20th century has altered their conception of 
art history and their methods of representation.

研究分野：近現代美術・表象文化論

キーワード： 近現代美術　複製技術　美術館学　前衛　古典回帰　モダニズム
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１．研究開始当初の背景 
 
	
 研究代表者は、前研究課題「20世紀イタ
リア芸術における前衛と古典主義とモダニ

ズムに関する研究」（若手研究 B、平成 21
年度~平成 24年度）計画に基づいて、イタ
リア美術を中心とした２０世紀前半の西洋

絵画における前衛と古典主義の諸問題に関

する調査研究を継続的に実施してきた。本

研究開始にあたり、前研究課題において取

り組みはじめた「画家による美術史的著述」

に関する調査研究をさらに掘り下げるとと

もに、これまでの調査の中で萌芽をみた新

たな課題である「美術館」と「複製媒体」

の諸機能と役割に関する調査研究を加え、

３つの主軸として研究計画を立てた。本課

題において、実際の展示をはじめとして複

製媒体上の「頁上展示」まで含めた多様な

「展示」を視野に入れて、広く美術作品の

「受容」に焦点を当てることとした背景の

ひとつに、平成 24年の CIHA（国際美術史
学会）ニュルンベルク大会において、20世
紀の芸術作品と複製技術の問題に関する口

頭発表（その成果は平成 26年度に「主な発
表論文」③として刊行された）を行った折

の国際的な意見交換の機会を通して、今後

上記のテーマにおいてより包括的に研究を

進める必要をあらためて認識したことがあ

る。また、対象とする時代の絵画作品に関

して、芸術作品と複製技術の問題系から現

代的文脈に位置づけ直して論述するという

試みは、イタリアにおける学位論文「De 
Chirico e la postmodernità: la figura di 
Ulisse nell’epoca del tour migratorio delle 
immagini（デ・キリコとポストモダーン：
イメージの移民的ツアー時代におけるユ

リシーズの像）」（平成 20年）においてま
ず試みたものである。関連する先行研究

にあらためて徹底的にあたり、絵画史お

よび写真史、芸術雑誌のより広範な調査

と併せて、理論的・歴史的射程を更新し

た上で実施することとした。 
 
２．研究の目的 
 
	
 本研究の目的は、20世紀前半のイタリア
美術を主として西洋絵画の創造の場とそれ
をめぐる言説の場における前衛と古典主義
をめぐる諸問題を継続して徹底的に検証す
ることである。本課題においては、特に「美
術館」と「複製媒体」が有した諸機能に焦
点を当て、絵画史、芸術受容の諸環境をめ
ぐる歴史、芸術作品と複製技術の問題、文
化政策史など、多様な観点から学際的に調
査研究を実施し、より複合的な分析と現代
的文脈から論述を行う。 
 

	
 研究代表者がこれまで行ってきた、形而
上絵画、未来派の絵画を主とする 1910年
代~1920年代のイタリア美術に関する研
究と併せ、本研究においてその前後に歴史
的射程を広げると同時に、先行研究にない
独自の視点を導入して調査研究を実施し、
より学際的な調査成果を目指す。 
 
３．研究の方法 
	
 本研究は、研究対象に関して、主に次の
３つの調査研究を軸として、作品・展覧会
調査および文献資料収集、その比較・考察・
分析を行った。 
 
1） 画家の美術史的著述に関する調査研究 
2）「美術館」の諸機能 
3）芸術作品と複製技術の問題 
	
 
４．研究成果	
 
	
 
	
 年次計画において進行した、研究途上で
の成果は、毎年、研究論文、調査報告、学
術的エッセイ等として執筆刊行した（主要
な論文等については以下、「５.主な研究論
文等」を参照）。	
 
	
 
(１)画家の美術史的著述に関する調査研究
の主たる成果として、前研究課題より継続
して、複数の画家の著述の補填的収集およ
び精読と比較・分析の作業を進めた。主な
対象としてきた画家たち（ジーノ・セヴェ
リーニ、アンドレ・ドラン、アンドレ・ロ
ート、ジョルジョ・デ・キリコ、カルロ・
カルラら）に加えて、アメデー・オザンフ
ァンとアルベール・ジャンヌレ（ル・コル
ビュジエ）の『キュビスム以降』『近代絵画』
等の初期の著述やフランシス・ピカビアの
著述の収集・精読、および各先行研究の把
握を進めた。主な対象とする画家たちに先
立つ時代の画家たち（たとえばモーリス・
ドニ、ポール・シニャックら）や同時代の
文学者たち（主にギヨーム・アポリネール
とジャン・コクトー）の美術批評との比較
的考察を踏まえ、19 世紀末から 20 世紀前
半の西洋絵画をめぐるテクストにおける
「秩序」「古典主義」の意味の多義性とニュ
アンスの変容を明らかにすることを試みた。
特にジーノ・セヴェリーニについては、英
テート・アーカイヴにおいて、舞台「パラ
ード」の感想を記した未刊の書簡を発見し、
その成果の一部は論文②において発表した。	
 
また、モノグラフィー研究の対象としてき
たジョルジョ・デ・キリコについては、あ
らためて全著作の精読するなかで、デ・キ
リコにおける「美術館」の問題を検討した。	
 
	
 
（２）美術館の諸機能に関する調査研究の
主な研究成果は、主として２つの系列に分
類される。第一は、本研究課題の対象とす
る時代における実在の機関としての「美術



館」あるいは概念装置としての「美術館」
の諸機能をめぐる調査研究に関するもので
ある。第二は、現代のイタリアにおける美
術館および文化財法等に関する文献調査、
および現代のイタリアの美術館における諸
活動やコレクションにおける 20 世紀のイ
タリア美術の位置づけや扱いに関するイン
タビューと現地調査に基づくものである。	
 
	
 
	
 第一の調査については、画家たちの著述
の精読、たとえば舞台作品「パラード」の
制作旅行の歴史的検証の作業を通して（複
数の）「古典」「古典回帰」の意味を考察す
るなかで間接的に考察することができた。
個々の画家における美術館の問題の学際的
考証の論述は今後の課題である。	
 
	
 
	
 第二の調査においては、イタリアにおけ
る美術館学・文化政策・文化財に関する法
律に関連する書籍・研究書・資料を包括的
に収集・精読・分析を行った。その上で、
21世紀に開館したイタリアの３つの美術館
において次の３名（ウフィツィ美術館素描
版画部門室長マルツィア・ファイエッテ
ィ氏、20世紀美術館館長マリーナ・プリ
エーゼ氏、国立 21世紀美術館建築部門館
長マルゲリータ・グッチョーネ氏、＊役
職はインタビュー当時）にインタビュー調
査を実施するとともに、各美術館の調査を
おこない、現代の美術館の諸活動および歴
史意識のうちに、一例として 20 世紀イタリ
ア美術をどのように考えているか、イタリ
ア未来派を含めた 20 世紀の芸術・芸術思想
がいかに「生きて」いるか、あるいはまた
「社会的包摂」の理念に基づいたいかなる
実践がなされているか等、イタリアにおけ
る美術館と文化財とその運営にみられる諸
特性と理論的背景を明らかにすることがで
きた。この調査を通して、21 世紀の美術館
と活動が「分類」から、異分野間の「混合」
や多様な「共有」「創造」へ向う志向をみせ
ており、物質と脱＝物質的志向の間でいま
まさに実験のさなかにあること、またそれ
らが時としてかつてなかった建築空間に触
発されて（すでにある作品や文化財の）創
造力と想像性を増すものであることがあら
ためて示された。 
	
 
（3）芸術作品と複製技術の問題をめぐる調
査研究の主な成果として、絵画と写真の歴
史的関係に関する先行研究の収集と精読、
また 1910－30 年代の芸術雑誌の広範囲な調
査を進めた。なかでも、（1）の調査成果と
連動させながら、複製図版を通した芸術史
観の表象に関して新たな知見から論述した。
たとえば、オザンファンとジャンヌレ『近
代絵画』の諸挿図について、前後する複数
のテクストおよび絵画作品の星座のうちに
歴史的に位置づけ直して分析することによ
り、「前衛的古典主義」（村田宏）の特質と

を絵画作品のみならず著述と挿図（芸術作
品の複製写真図版）のレイアウトからより
学際的に明らかにするという本研究課題の
主眼となる目的、および新しい方法論をみ
いだすというもうひとつの眼目をも果たす
ことができたものと考えている。その一方
で、加工可能な画像としての芸術作品の複
製図版をめぐる創造的な経験と受容が、20
世紀初頭の西洋の芸術家たちの芸術史観お
よび感性を変容させてゆく過程を明らかに
し、1960 年代以降における「芸術作品」の
形式の瓦解を兆すものとして位置づけるこ
とに至った。こうした研究成果により、現
在執筆中の論文および今後の研究課題の展
望が方向づけられた。	
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